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令和７年３月 31 日 

港湾局技術企画課 

 
「港湾の施設の新しい点検技術 カタログ」に６技術を追加・令和７年度の公募を開始 

～港湾施設の点検診断の効率化に寄与する新しい点検技術の活用を推進～ 

 

 

国土交通省港湾局では、港湾管理者の人員・技術力不足や予算確保が厳しい中、港湾

の施設の点検診断の効率化を可能とする新しい点検技術の活用を推進しています。点検

者が点検手法等を検討する際の参考となるよう、港湾施設の点検に活用可能な新技術を

取りまとめたカタログを令和２年度に作成し、その後毎年度掲載技術の拡充等を行って

います。 

今般、令和６年度に応募のあった新しい点検技術について、有識者による審査を行い、

別紙のとおり６技術をカタログに新規追加しました。これにより、掲載されている新技

術は計 31 技術になりました。 

 

また、令和７年度においても、カタログに掲載する新しい点検技術について、下記の

とおり公募いたします。 

記 

公 募 期 間：令和７年４月１日（火）～５月３０日（金） 

公 募 内 容：港湾の施設（外郭施設、係留施設、水域施設、荷捌き施設、保管施設、港

湾環境整備施設等）の点検の効率化が図られる技術 

今後の予定：８月上旬に選定会議を開催予定。その後、応募者による技術検証を実施し

ていただく予定。 

※詳細については、以下の URL からご確認ください。 

＜カタログ及び令和７年度公募情報の掲載場所＞ 

・国土交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_tk5_000040.html） 

 

 

【問い合わせ先】 

港湾局技術企画課 荒井、下谷、神野 

代表：03-5253-8111（内線：46642、46838）/直通：03-5253-8660 

 

国土交通省港湾局が、港湾施設の点検において積極的に新技術の活用を図るため取り

まとめている「港湾の施設の新しい点検技術 カタログ」に新たに６技術を追加しまし

た。令和７年度においても、掲載技術の更なる拡充を図るため、公募を行います。 

 



別紙 

令和６年度追加技術 

 

 

技術名 開発者 

機械点検技術  

海中部の点検  

①水中ドローンとイメージングソナーによる港湾構造物の洗掘点検 株式会社 FullDepth 

②水中ドローンと映像鮮明化装置による港湾構造物の点検 株式会社 FullDepth 

③水中ドローンによるケレン・肉厚測定を含む港湾施設の点検システム いであ株式会社 

海上部の点検  

④ RaftCam を使用した、桟橋上部工と海面の狭隘空間における床版下

面部点検技術 
朝日航洋株式会社 

⑤水陸一体型レーザスキャナを活用した港湾施設の点検技術 日本ミクニヤ株式会社 

⑥ドローンを用いた消波工の点検診断技術 株式会社不動テトラ 


